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2015年以降の栽培農家数の単位は、経営体数
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生産量（万トン）

結果樹面積
（万ha）

栽培農家数
（万戸）
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販売額（億円）
平均価格
（円/kg）
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KG I達成に向けた３つの行動指針K G I
Key Goal Indicator
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行 動 指 針 に お け る 取 組 の 方 向 性
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作物統計
（県推計）

○樹齢を重ねたマルバ園地は、整列されておらず、園内作業道や選果スペー
スが確保できないため、生産量や作業効率が低下

○歴史のある山麓の開墾樹園地は、所有者の異なる小規模な区画が入り組ん
でいるため、大区画化等の作業性の良い樹園地形成が困難 高 密 植 栽 培細がた紡錘形わい化栽培

整列化された園地
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○省力化が必要だが、誤った省力化による品質低下が懸念される 10

高所作業台車
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剪定誘引

摘花摘果

着色管理
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青森県「主要作物の技術・経営指標」等から作成

収 穫 選 別 機
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○有袋栽培が減少傾向にあり、周年供給や輸出への影響が懸念される
12

○着色管理の不要な黄色品種の割合が高まっており、この状態が続くと、
需要の高い赤色品種の販売への影響が懸念される。

青森県調べ

青森県青果物価格安定基金協会
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6 き お う 81
7 早 生 ふ じ 79
8 ｼ ﾅ ﾉ ｽ ｲ ｰ ﾄ 77
9 王 林 67
10 そ の 他 151
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衛星×ＡＩにより解像度高く生産状況を把握し、流通・販売戦略を構築
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厚生労働省国民健康・栄養調査：2013年の70～79歳層は70歳以上の意

（g/日）

総務省家計調査

スーパーでの試食宣伝 若年層を対象とした食育
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りんご果樹課調べ
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厚生労働省家計調査
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全国（百億円）
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○全国ではコロナ禍から復調しつつあるが、本県では低迷が続いている
農林水産省「６次産業化総合調査」

本県（億円）

（株）日本政策投資銀行

○訪日外国人旅行者の本県の知名度は、台湾・香港で突出して高く、輸出
りんごの拡大による観光分野への相乗効果が期待できる

項目 韓国 中国 台湾 香港 タイ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ アメリカ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ イギリス
北海道 55 47 77 58 59 60 10 26 11

青森 17 9 48 29 9 7 5 3 4

秋田／角館 5 12 24 17 5 5 3 2 2
山形／蔵王 3 3 24 14 6 4 3 3 4
岩手／平泉 5 7 20 17 6 3 2 2 1
仙台／松島 14 16 34 25 17 6 3 3 3
福島 37 24 40 30 26 21 15 32 24

（単位：％）

加 工 工 場 見 学 ツ ア ー り ん ご の 木 箱 作 り

弘前シードルダイニング 街中にあるりんごデザイン
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経済産業省「成⾧志向型の資源自立経済戦略」

※資源を循環利用し続けながら、新たな付加価値を生み出し続けるシステム
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）に加え再生可能資源への代替等
アップサイクルも含まれる

搾り粕を、ビーガンレザーやバイオ
プラスチック、段ボールに活用

りんご産業の取組事例

2020 2050

2020 2050

※健康の保持や増進に役立つ商品やサービスを提供する産業
医療、介護、健康食品、健康器具、リワーク支援、健康関連サービス

経済産業省「新しい健康社会の実現に向けたｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ」

・りんごの機能性を生かした健康志
向食品や化粧品の開発・製造

りんご産業の取組事例

・障がい者施設と連携した就労
支援（ユニバーサル農業）

・企業等と連携した精神的な疾患で
求職している人の職場復帰支援
（リワーク）

摘果果実の利用 剪定枝の利用
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67議事録中の”青森”登場回数

○国の「果樹農業の振興を図るための基本方針」の検討の過程で、本県
が話題に上がることが激減している

同都道府県登場回数に占める割合

2006年1月20日 小泉純一郎内閣総理大臣 施政方針演説（抜粋）

世界的な日本食ブームやアジア諸国の生活水準の向上を背景に、リンゴや

イチゴ、長芋、コシヒカリ、アワビなど日本の農水産物が海外で高級品とし

て売れています。北海道と青森県のホタテ加工業者は、５年以上かけＥＵの

厳しい衛生管理審査に合格して輸出を始め、昨今はアメリカ、韓国へ販路を

拡大しています。意欲と能力のある経営に支援を重点化し、攻めの農政を進

めます。
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○ＳＮＳ等による誤った認識の拡幅（エコーチェンバー）が懸念

恵まれないりんご農家さんを助けたい。

本県には売上げ１千万円以上のりんご農家が１千経営体以上います。
また、多くが家族経営で、子や親を養い、税金を納めています。

災害などの報道が多く、青森りんごは無くなってしまうのでは？

自然災害は辛く厳しいものですが、青森りんごは幾多の困難を乗り
越えてきました。今後も乗り越えていきます。

農家女子グループ ノウタノ
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